
Title 五島茂著 イギリス産業革命社会史研究 “Dorchester Labourers, 1834-1840”の事件の研究
Sub Title Study in social history of the industrial revolution in England, by S. Goto
Author 飯田, 鼎

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1950

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.43, No.3 (1950. 9) ,p.198(62)- 203(67) 
JaLC DOI 10.14991/001.19500901-0062
Abstract
Notes 書評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19500901-

0062

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


;:v
;'
:
;
.

,

三
fl
l
學

益

訪

0

四

十

H
卷 

. 

j

評

|
五

ft
*

，
茂

著

.

.

書

j
『

ィ

ギ

リ

ス

產

業

革

命

社

會

史

研

究

』

sborchestel. Labom:ers,
1
8
3
4

1

1
8
4
0

す
J
件 a

 
研

究

.

.

.

-

 

’

•

し
：
.
，
‘
.
.
' 

飯

.：

.

.
/:
由
 

ハ

鼎

.-

'運
、
“
：：..：：：：：

..'
沐
が
：國
來
於
け
る
英
國
の
勞
働

^|

に
關
す
る̂f
究

は

、
.卒
窥
こ
旨
つ 

て
.末
だ
.そ」

の
脣1

期
を
脫
し
て.
い
な
い
：
。
^-
上

齡

治

嫩

取±.が
.ー
九
ー
ー;-
.
- 

_

、
名
著
£
英
1

業
葙
命
_

」

.を
、

つ.い
で
一
九}
5
年
チ
+

1, 

チ
涔
屮
運
励
龙
毕
心
題
肖
ゼ
す
务

—

業
革
命
钯
硏
究

」

p

:

.
て
'^
來
、

 ̂

.
M
fe
つ

真

ゾ
' 

然
じ
；其
に
も
掏
わ
ち
：ず
、
そ

-の

後

に
覺

で_置

す

蒙
#-
作

は

名

蒙
:

.̂
:^
稅
介
を
除
け‘似
、
.誠
に
寥
々
，だ
る
有
樣
.管

つ
.
.て
^

.授
の
大
薄f

勞
侧
紙
合
法.の
生
*成
と
絶
轉J,

の
如
き
は«
に
.そ

の

少

い
.

:

薪
作
の j 

つ
で
|

ぅ
。“

.:
'
.
.:•
■:
.■
■
■一，'へ

へ

入

，':-.
,
',4
.

-

意
ら
ば
英■
め
；僅

史

を>
珠
興
に
勞
働|

;
の
侧
面
が
ら
把
握
れ
：る
へ
.
.

好

デ

が
.何
故
わ
が
國
に
於
ぃ.で^

し
ー
ぃ
：か̂
言
5:
;
-に
、
•所
If
f
-
'
,

「

菅
.、
へ
ハ
今
， 

間」

：
：
の

期

間

を
通

じ
.

I

自

f

齔

へ

が

彈

■

を
始
|

し
.

^-
.

, 

.

六

.

I 

，(

一
九
八)

,
理
曲
は
種
々
數
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
少
く

と

もI

つ
に
は
其
が
英
國 

の

勞

婦
-r
®

^

^

資
料

一

.と
り
わ
け
勞
働
謹
に
直
揆
た
づ
さ
わ 

つ
た
人
々
の
手
稿
、_

報
带
書
乃
至
は
事
件
霉
の
H
利
週
刊
，諸
新̂ 

,
^

i

.の
絶
哪
的
方
觖
乏
に
遽
と
も
又
周
如
め
：事
實
で
あ
ろ
う

0 

.

:謂

翁

瓦
_

國
^

®

社̂
會
經
漱
史
歡
统
が
、
本
览
田
祥
男
、
本 

:

I

治
5

.
野
村
兼
大
部
の
諸
博
霞
ょ
つ
f

の
新
し
い
分
野
がI

 

.
'さ
れ
、

：

特
に
廣
證
を
受
对
マ
い
：で
：大
塚
ル
雄
敎
授
を
君
と

I

七
較 

■

史

的

遂

は

、.更
にI

'
#

を
す
\
め
て
海
外
諸
名
著
の
難
紹
介
の 

:

域
を
脫
却.し
、

「

か
つ
て
J

れ
な
か
つ
た
獨
創
性I

撖
し
た
とV

事 

「

贽if，

反
對
陣
f

力
：す
る
種
々
の

g

判

は

と

も

か

く

，
.わ

が

國

こ

^
ナ 

I

'#
經

濟

臾

の

硏

蕾

、
そ
の
■

期
を
き
し
を
ぁ
る
こ
とI J
M 

名

證

據
2

.
ろ
う
0
、
た

が

ゎ

が

國

に

於

け

識

國

社

鑫

濟

史

の

黯
 

.も
、
勞
働
問
題
の
場
合
と
同
じ
く
そ
の
黉
藝
篥
の
點
に
於
い
て
大

I

 

闲
_
を

感
;1
:
つ
1
あ

る

こ
：
と
：
は

事

實

で

あ

る

.
0

Tf
f
し
て
こ
®
ょ

う

な

硏
8
 

■:
:
料̂
の
絕
對
的.不
足
を
嚷
じ
つ
公
あ
つ
：若
れ
わ
れ
に
と
っ
て
，
今
回
の 

.

.

五
鳥_

の：
r

ィ
ギ
火V X

產
業
茶
命
社
密
史
研
究

」

は
年
に
晴
天
の
養

.

(
、
方

^
.
_
.
,

異

常

.な
オ

唆

-^
脅
む
も
の
で

:̂
.る
と

言

わ

な

サ
41

±*
な

ら

0̂〈
.

.

.

.

.

\

+

 

.

.

.

.

.

.

.

.
,

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

,
-
、

.

.

.

大

な

'
r 

ロ
バ
，
：ト

エ

，ン
著
作
史
⑩

多

年

ォ—

エ
ン 

厚

を

も

.、つ
て

.令
名

ぁ

る

馨

は

本

書

の

序

文

に

ぉ

：ぃ

.2 -
|

「

本
#

聽
狗
：

1

;

:
,;
,

へ
:'
:

:

の
：生

題

は

.-

.

本
書
は
八
韋
か
ら
成

^

、.

序說、

.
1
:、

事
件
の.

發f
、

ー
>

事
件

_

理

'

ハ:-
.こ
.

y..

へ
.：.
.；；.
.ス
.タ
.勞
_
者
事
件
；

(

100
3
4
—

>
8
4
0
.

)

'
.で
あ
?>
,0
-
.產
業
軍
命
の
チ
ン.フ
，
ァ
.ン

ー

め

經

過

，
三.'.
.
:
'

1

.つ
の
分
析
、..四
、
怒
濤
、.五
、'
.
.
^
ブ
イ
；マ
ツ.ク
.ス
-

.ri 

-

,

•テ
リ
ブ
ル
た
る
近
代
，勞
働
者
險
級
の
生
成
發
展
史
の
、

>」

の
ク
.ヲ
<
マ
•
，
':.
エ
ボ
ツ
，ク
、
六
、
流
刑
地
、

'，七
、
、ド
ー
チ
ス
タ
中
央
委
員
會

(

上)

、

A 

ッ
ク
ス
的一

時
を
.、」

そ
の
前
後
の
時
期
か
ら

>1

應

た

‘ち

き

つ

て

、

^ .

事

件
'.
.

ド
•
丨
チ
；
' 

ス

，タ

中

央

姿

員

會

(

.下)

で
あ
る
0
事
件
發
端
の
.歷
史
的
事
實
の 

の
み
を
照
射
し
て
か
：

.か
る
一
：..篇
に
し
.た
の
.は
全
く
著
者
の
研̂,
の
.都
合
に
..
.解
明
か
ら
說
き
起
し
て
、
，
事
件
の
主
人
公
で
あ
る
六
人
の
ド
ー
チ

■
ェ
，ス

タ： 

よ
る.0 

4
つ
と
&1
括
的
な
著
者
多
年.の
ロ
.パ
V
ト
V
和
：丨

エ

ン

研

究

の

途

•
ト
ゥ

V

ル
バ
.ド
ゥ
ル_農
榮
^

者̂
友
愛
組
合
員
、..ジ
ョ
ー
ジ
,•
ラ
ブ
レ
ス.

、

‘ 

b

、
そ
の
外
篇
と
し
て
生'f t

た
も
の
だ
か
らだ」

と
'0

. 

(
G
e
o
r
g
e

 Loyel5
ss)

ジ
丄
丨
ム
ス•

ラ
.

ブ

レ

ス(

J

I

泛Loveless〕

,

.

.

ご
.
.

卽ち本書は著者が明瞭に述べに、莢
墨
業
革
命
の
ト

ー
マ
.ス
.
•ズ
タ
'ン
卞
フ
ィ
.
1
,ル
ド(

自

0
|
3泠
8
0.
穿
5

ジ
ョ
：ン
.

,

.

.い

.わ
ゆ
る『

嵐
と
熱
驻
の
•時
代
.

I

の一

干
ボ
ッ
ク
の
頂
點
を
な
す
ド
ー
チ
：
k
タ
.
V-K
フ
ィ
ー
ル
ド(J

o
h
n

 S;sdfield) 
ノ
ジ
ェ
ー
ム
ス
•
ハ
.メ
ツ 

,
,

.
K
X

タ
事
件
を
敗
え
、
こ'の
事
件
.の
勃
發
、.進
展
そ
し
て
終
！

i

に

至

る

ま
'

V K(

：J
&
e
f 

H
a
m
m
s

ジ
ェ

I

ム
ス
.
' 

, 

リ 

で
か
'
.お
よ
そ
.七
年
間
の
事
件
の
流
を
、
著
奢
が
夜
茨
中
大
英
博
物
館
に
I
抓
、
非
含
法
宣
誓
'に
よ
つ
て
拘
束
す
る
非
合
法
秘
密
結
社
關
係
を
結
ぶ

於
い
て
洗
心
蒐
集
し
へ
資
料
に
よ
：つ
て
詳
細
に
分
柝

1

綜
合
し
、
：
更
に

.

之

不

_

の
锻
匕
わ
令
；
無
襲
卒
な
る
奢
を
故
意
に
欺
く
か
く
れ
た
る
人
々

_
 

♦
.

'

.

に
よ
丨
つ.

て
從
來
や
や;4'
す
れ
ば
旣
に
解
決
濟
み
の

_

題
と
さ
れ
、

.

等

閑

視
.

と
1

で
>

.-

.

'

1，
八
三
四
年1

1

月
1

1

十
四

3

:

1

一
 

齊
に
檢
擧
さ
れ
る
？
間
も
な
く 

,

さ
れ
勝
ち
な
産
業
寒
命
の

.

意
義
を
、
通
說

.

の
.破
壊
的
批
判
と
新
學
說
の

^

, 

.一一
 j

月
一
一
十
一
，
日

七

年

の

流

_

の
申
渡
し
が
あ
り

(

や
が
て
流
刑
ぞ
し
て
其

.

"■'
.
'橱
的
形
式
の
意
味
に
お
い
て
大
い
な
る
謎
と
し
て
把
握
し
、
か
く
し
て
そ

.、
：

が
當
喂
の
禮
働
組
合
運
動.：へ.
-の
深
刻
な
る
.衝
擊
と
、
組
合
の
危
機
を
齎
ら'

,

、

■
の
眞
相
を
_
ら
か
-に
し
よ
ぅ
と
し.た
も
の
に
：ほ
か
な
ら
な
い0
.
.
-
換
言
す
れ
；
'
.
.
-'
L
た
前
後
の
.事
情
を
述
べ
、
-M
-I
C
流
刑
囚
の
僻
地
ォ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
に
お 

■■
:

■

ば
通
俗
的
に
理
解
さ
れ
た
霞
楽
雄
命
の
意
義
を
、
あ
ら
た
め
、

^
修
及
す
る
；

.

.
け
る
悲
慘
な
生
沽
記
鎩
に
：言
及1-
る

.°
そ
^
て
つ
_.い
に
組
合
員
の
’
熱

烈

な 

こ
と
を
命
圖
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
上
の
よ
ぅ
な
_
期

的

な

襄

圖

；
の
!

:

檣
神
_

質
的
援
助
ゆ
"
流

刑

囚

を

激

勵

し

：：
つ
、

國

內

輿

論

を

沸

騰

^
せ

.. 

下
に
計
画
さ
れ
た
本
書
が
、
そ
の.完
成
に
^
る
ま
で
、
花
英
现
來
十
：七

年.

四
年
ー
間
ト
奴
で
，
六

人

0
糧
牲
潘
達
の
流
託
生
活
は
終
:々'
マ
八
一
一
一
八
年
一
一

」

, 

'バ
，

.

の
！！
：子
を
費
し
た
事
赏
を
認
識

1

る
と
き
、‘更
に.

亡
の
書
が
果
す
重
澳
性

- 

'月
十
七.
' «

歸
還0

ソ
：そ
の
ー
後
ド

.

丨
，
チェ
ス
ぶ
中
央

.

委
&

會
..

は
以
'後

このよ
ぅ 

:

■ /
. 

‘

へ̂

明
待
は
大
き
い
。

 

.

.

 

众
殘
忍
な
流
刑
制
度
を
撤
腹
す
る
よ
ぅ
政
府
に
動

^

し
、
つ
い
に
そ
の

H

I. 

.
'
.
.-
i
v
.
? 

*

•

.

. 

• 

.

'

へ.

.

.

.

' 

• 

• 

...:..
 

.

.

.

 

.

一.
 

丑
島
茂
薪「

ィ
ギ
リ
ス
康
樂
苹
命
齔
脊
史
矾
究

」

 

~ 

r 

, 

六
三

(

一
九
九)



.

ミ
田
學
#

s

i 
•
‘

笫
四
十
三
卷
第
三
號

.

.的
を
成
就
ず
る
士
い̂
七
年
の
，長
い‘事
件
の
流
を
、
；
豐
當
な
資
料
を
充
分 

.
に

驅

姻

し

て

手

際

ょ

く

靡

め

.
ら

れ

；て
い
る
。
’
.全

體

を

通

じ

て

す

ベ

て

'の

0 

者
が
共
通
に
受_け
石
印
象
は
、.;
'勃
發
<
飛
蹯
•
：最
高
潮•
.冷
却V

:

靜
穩
と 

:

■
め
て
V
ズ
ミ
ヵ
ル
な
著
者
の_
致
ど
4
マ•ン
チ
へ：

ク
な
技
巧
の
特
異
性 

で
|

..
°.人
々
は
、
こ
の
寄
を
無
味
乾
勝
な
食
料
の
集
積

&

七
1

な 

く

む
'し
ろ一

つ
の
；文
學
と
し
て
快
く
_
み
了
え
る
こ
と

.が
，出
來
る
で^}
'

:

る

ぅ
,0
..
.

-

• :
•

;

本

窗

の

杓

縣

を

詳

細

に

紹

介

し

批

判

被

詩

す

る

：た
め

に

は

、
'雄
者

の

罪 

才
を
以
て
し
：て

议

到

ぶ

不

可

能

で

あ

り

、

又

優

に

，一.

卷

の

著

書

を

必

蹲

と

. 

1-

る

.0
只

恐

れ

る

と

と

ろ

は

荀

く

も

こ

の

貧

し

い

批

判

が

、
.果

七

て

こ

の
 

名

W
の

紹

介

批

評

に

値

す

る

か

：

ぅ̂

か

で

ふ

る

。

と

も

あ

れ

、
今

こ

• 

?

書

を

通

じ

て

、

ー

7\
ヨ
0
年

代

'の
業

勞

響

の

羅

の
I

斷

面

を

考 

察

す

る

こ

と

を

も

つ

て

.滿
足

し

な

け

れ

ば

な

ら

.^
い
0

■.

..
、

..
=

!

•」

• 

"
.
;
•
’
：
/,
.•
:

.

,

.

-
v
;v
:■
■'
.

.

.

.
 

. 

T

V

:

、'

マ•
.ル.

ク
ス
を
土
て
、「

小
作
農
業
者
に
.飼
用
さ
れ
て
い
る
一
劫
の
叻
物 

.

.中

.

.

.

.す
聲̂

-

具
た.' ^

勞
働.

者
^

そ
最
も
苟
歐
に
使
^ .

さ
れ
最
も
不
良
こ

^

. 

食
ざ
れ
、
最
も
殘

'

忍
に
待
遇
さ
れ
る
と
こ
ろ

'

の
名
の
と
な
つ
だ
と
い
ぅ
事

' 

I

、

1

 

<
l

n
〇

年
に
ス
ィ
ン
グ

I

挨
が
燃.

え
輝v

殼
禾
の
炎
を
以

S

 

業
籍
の
表
而
下
に
も
亦
エ

.

業
英
國.

の
表
面
下
に
お
け

.

る
如
，

窮

乏

と. 

暗
愛
る
反
抗
的
不
滿
が
■

旺
ん
に
燃
え
上

.

っV
:

い
.る
と
と
を
支
配
階
級
に

- i .

C
G

/
示
し
た
と
き
ま
で
、
露
に
持
續
し
た

」
(

マ
ル
ク
ス
•資
本
論
、
高I

 

■
第i

卷

、
，
第

二

分

册

六

六

曼

)

と
言
れ
し
め
だ
如
く
、
一
 

八

三

◦
.
年

代 

.
は

英

國

勞

働

運

動

史

上

；
革

命

的

な

時

代

と

.
呼

•は

れ

る

に

良

し

た

。
，

.一
如
ち
わ
れ
わ
れ
が.は
じ
め
..て
漠
然
と「

熒
働
組
合」

と
呼
ば
れ
る
或
る. 

犬
含
な
闇
の
カ
に
關
す
る
記
事
忙
出
遇
ぅ
の
は
I

A
三
〇
年
か
らI'

八
三 

.
西
年
の
間
の
新
聞
讓
で
あ
る

0
;J

八
ニ
：九
年
か
らI
-A
1S

年
ま
で
の 

.

.新
組
盡
動
を
f

し
た
も
の
は
、.
一
定
•の
議
の
翁
的
組
合
ばか
り 

,
で
な
X
言

5

.切
の
I

勞
I

を
包
括
的
な 

一
S

S

含
し
よ
ぅ 

と
す
る
勞
働
組
合
指
導
者
の
企
•て
で
あ
る
o
‘ 

(

s. 
I

B
. s

b
b

.  H
is

to
ry

' 

o
f  T

rad
e

 

U
a

ilr
a

 P
P
113 —

114 )

そ

し

て

こ

.
の

よ

ぅ

な

新

し

い

組 

合

遲

動

の
.傾

向

が

，
、
.ニ
、ュ.
丨
.
ユ1
 -1 .

才
へ
ニ
ズ
：
ム

..(N
e

w
,u

n
io

n
is

m
)

で 

.
あ
り
、
而
も
是
が
頂
篇
と
な
つ
た
も
の
こ
そ
、
.全
國
勞
働
組
合
大
迎
合 

.
.
S
i
d 

N
a
tio

n
a
l.  q

o
n
so

H
d
ate

d

 T
rad

e
s.

-
良

。
！
！

)

で
あ
つ
-.こ
。

ン
、勞
働
者
に
よ
る
政
治
運
動
に
絕
菌
し
又
.之
を
無
効
と
し
：だ
オー
エ

ン

±
 

ト
.レ

ィ

ト

ニ

，ォ
ン
ズ
乃
至
、.ト

レ

ロ

ギ

"

グ

ラ

ブ

と

稱

せ

ら

れ

た

各 

產

業

部

2：

の

個

別

組

合

、
，

#

は

全

國

的

組

合

の

如

き

野

、
む
度
の
：
低

い

醫
 

な
ォ
1
:ル
ド
H
ュ
：.二
オn

ズ
乂
に
對
比
し
て
、
；は
じ
め
か
ら
代
讓
員
制
を 

機
と
す
る
ピ
ラ
、、、
ッ
ド
型f

囊

部

門

別

各

勞

働

組

合

：の
：
橫

斷

的

金

國 

通
合
體
を
組
織
し
た
。_霉
農
業
勞
働
者
の
組
，合
は
未
發
達
で
あ
ヶ
、
資 

本
、儀
國
と
'し
.て
：最
も
輝
か
し
い
發
展
を
と
げf
英
國
.に
.お
い
て
す
ら
、

農
業
勞
働
者.の
圑
結
へ
.
.の
力
は
他
s

_

働

者

の

場

合

と

比

べ

て

極

め

.

.

.

■•
.

 

-

 

/

 

■ •

て

躬
く
英
國‘金
土
，.に
饪
つ
.
.て
農
樂
勞
働
渚
組
合
が
，結

诚

さ

れ

た

の

は

實

に 

こ
，の

褀

件

を

隔

て

る

こ

と

四

十

弗

，、

q,.

八

七H

年
.
の

辦

で

あ

：
つ

た

と

.
言

お
 

れ

て

い

る
 

0;'... (

JXS.asbach,.':.A

-.H
i
s
i
o
r
y

 .o£ .the .English' A
g

d.cult-.. 

)ural 

L
a
b
o
a
r
e
r
s
,

 

1
9
0
0
”

 ？
，
2

7
6

>

::
V 

.

、

.然

し

な

が^;
常
時
の
，
農

業

：禮

锄

者

と

い

え

ど

も

"
旣
に
こ
の
よ
う
な#
. 

湃
た
る
組
众
運
则̂-
.對
し
て
、
關
心
を
示
し
つ
乂
あ
つ
た
と/ど
も
叉
襄
實
：
 

で
あ
る
'。
即
ぢ
赛
者
は
言
う

「

有
カ
な
谷
大
姐
合
は
も
と
よ
り
、
：そ
れ
ま 

で
|

不
可
縦
と
嚴
わ
れ
で
い
た
農
業
勞
働
者
及
び
婦
入
^ .g

者
の
1

".
 

か
ふ
の
參
规
も
數
茁
と
言
わ
れ
、
未I

:
の
產
業
部
門
や
地
域
へ.の
擴
張
：
 

ネ
た
蕾
散
膨
に
土
り、
' ま
さ
に
な
め
轔
働
微
合
主
義> 

-ー：.ア
の
.開
始
に
.

よ
り
、
ィ
ツ
グ.一
ク
ン.ド
、
ス
コ
ッ>
し
フ
ン.ド
、
，T
ィ
ル
、
ー
フ
ン
ド
に
瓦
る
全 

勞
響
階
級
は
そ
の
鼐
潠
と
夢
と
全
施
設
を

)J:

人
’に
賭
；
て.、
：：た4 I:

本」 

の
旗
.の
も
.と
に
；集
；つ'.た
，か.:o
如y

見
え
た
..

」

.と
。.：'
.

(

一.

〕

.：.：六

..見)

.

.

.

..

こ
..の.よ
'う 

，な
赍
證
合
運
動
のf

に
.わ
がト
ゥ

.

ル
.パ
々
ゥ
：ル
：徵
漀
勞
鉚
者
友
霞
組 

合
俏
坐：

れ
た
。

：：

そ
し
て
：酸
々
友
愛
敗
合

■
l.-a

苦
し
.く
：̂

作
者
^

！と
. 

糚
し
‘た
の
は
、',
'
'
:
ぞ
の
實
，
質
金
斗̂
を
目
：的
と'し
.た
最
業
勞
撕
者
組
合
の
：
 

偽
坡
で
あ
つ
て̂
こ
の
種
の
組
合
ム
し
允
は
ヲ
こ
^
故
前
^
七
七
玉
年
に 

ド
ー
セ
ッ
ト
シ.ヤ

プ

ラ

ン
.

t
v
:
V
V
F

に
：は
六
十
人.の
.組
合
を
有
す
る
一 

友
權
組
合
が
あ'p.
た
と
言
わ
れ
て
い|

.
.-
:
;へ:

〔

■だ

が

こ,-
1
.に
法.目

す

べ

き

事

實

俏

何

故

に

彼

等

が

か

；
く

の

如

き

.僞
嫂
を 

敢
え
て
せ
ね
ば
ぬ
ら
な
か
つ
た
か
と
い
う
し
と
で
あ
る
。

一
七
九
九
來

、
.

五
岛
茂
蒸「

ィ
ギ
リ
ス
康
柒
革
命
社
會
也
硏
究
今
’

.
{八
0

0
部
の
團
結
廣
止
法
が.ア
八
ー1
.碧

に

は

、
，
少
ラ
ン
ゾ
ス
"
ブ
レ 

...l
x
. Francis Place,

及
び
ジ 

n 

セ
フ
II
ヒ
.
エ
1

ム Josep

frH
u
m
e

 

.導
の
：.い
わ
ゅ
各
べ
：シ
，サ
ム
主
義
者
の
雾
に
ょ
マ
て
齓
锻
さ
れ
、
勞
働
者 

の
翻
結
土
結
社
を
許
す
こ
と
や
其
が
資
本
に
と
ウ
て
限
り
な
き
置
を 

*
す
も
の
で
技
な
く
、
.
却
"っ
て
契
約
自
曲
の
原
則
を
實
現
す
る
も
の

で
あ 

り
、
：
こ
め
結
果
は
逆
ヒ
赞
働
奢
を
む
て
、
資
本
の
_
カ
に
對
し
て
團
結
す 

る
レJ.

之
を
無
用
に
歸
せ
し
め
る
と
い
チ
慨
人
虫
義
的
自
由
主
義
の
.思
想
は 

:

朱
だ
衰
え
元
は
い
な
か
っ
た
。
' 團
結
禁
止
；法
は
本
來
資
本
の
擁
_
を
目
的
ノ 

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
ハ

.又
資
本
0
勞
働
へ̂

勝
力
が
比
較
的
微
賜
で
あ
，っ 

た
。
：
，
一A
'-
o

:o
.年
代
に
於
い
てa
、
團
結
幾
止
法
は
不
可
缺
の
も
め
で
あ 

 ̂

.
た
が
*"l

^
.

 
一

0

年
代
匕
至V
や
、
、％
が
て
谋
は
資
本
の
自
由
な
活
動 

'©
た
め
^
却
今
で
桎
梏
と
な
り
’

こ
の
ょ
ぅ
众
資
本
の
自
己
蓮
動
の
法
則 

が
實
に
と
の
哿
酷
な
法
徵
を
撤
廢
さ
せ
た
の
そ
あ
る

;'
0

'

■
:
.
'
' 

,"
'
•從
っ
.

S :
一
 

1
-0
年
代
に
於
け
る
勞
働
組
合
運
.勤
？

f

フ

ラ

ン

ス.^
命

後 

及
恐
怖
と
絕_
の
.反
励
的
な
性
格
：の
'も
：.：の
で
は
な
べ
、
か
じ
ろ
資
本
制
生 

產
め
内
部
に.そ
の
膨
见
讷
决
運
命
を
探
り
求
め
备
組
織
さ
れ
た
务
働
者
.の 

讓

で
.あ
.っ
た
。
測
ち
著
者|£
'
'
1日
ぅ
。ン
，

「

反
抗
.の
原
始
3-
.
義

.は

漸

次

淸

算 

ざ
れ
^

士
あ
づ
た
ャ
當
時
既
ぬ
尤
第
プ
ン
デ
レ
タ
リ
ァ
ナ
ト
の
間
に
は
普
及 

し
や
い
た
勞
働
紙
含
に
ょ
る
-
故
窮
乏
打
亂
の
方
法
が
--
*
:農
民
蜂
起-^
手
： 

い
起
い
敎
訓.を
：こ
：ぇ

て

、
ょ

ト

中

く

こ

.

の
最
も
進
步
低
度
な
り
;1
.
農
業
赞 

働
渚
の
世
思
に
も
入
り
込
ん
で
來
た
。
勞
働
組
合
述
動
を
彼
等
の
お
そ
ろ

.

六

五

(

ニ
〇
'〕



學

會

雜

訪

觉

四

ナ

三

卷

第

三

號)

む
き
ま
で
の
低
賃
金か
ら
、お
こ
る
不
幸
と
貧
闲
を
輕
减
し
う
る
锼
踐
と 

見
る
に
至
つ
た
か
ら
で
あ
る

」

',
と
：。
，
，

(

十
九
页)

.

广
 

然
ら
ば
こ
の
ょ
う
な
勞
働
組
合
蓮
動

■の
^
花
期
に
當
つ
て
、
封
建
的
な 

傳

統

な

、
お

濃

や

か

な

り

し

濃

村

龙

於

，
い
て
、

六

入

の

中

三

人

ま

で

が

眞

氅 

•
な
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
で
あ
つ
变-w
:が
、
#
故
$
 

_

輕
：卒
な
人i
を

故■ 

意
，に
偽
く̂』

(

三
六
.
5
:
_
と
，し.て
捕
免
ら
れ
ね
ば
な
必
^
か
，っ
た
か0
-
.

:
£ 1
©

_

由

を

絮

者

は

明

瞭

に

次

:0
如

' ^
^

^

さ

れ

て
^

い

る

？
 

 ̂

¥

ベ
：：

ラ
.

ル
：

.
- 

な

政

治

權

カ

渚

ホ

ィ

ッ

グ

S
.

閣
{

目

寒

そ
.の

！

|

法

的

代

辯

實

踐

奢

た‘

法

官

.へ 

•

治
_

尊

は

、：；

勞

働

紙

合

彈

賴
I7
J

針

か

ら
、
廣

地

虫

ク

賛

本

家

的

傲

也-'
.
.

:

;

邀

技
,

自
Q

の.- ^
4 .

:

& -

衞
.

の.
.必̂

ヵ

:0
.
 
/,國
敎
會
歡
牧r

( ^
'

宗
派̂

識

に
' 

驅
ら
れ
て
、
こ
ゆ
ト

>

ゥ
。ル
パ
ド
ウ
ル
農
業
參
働
者
友
愛
敗
合

^

題
に
直
而.

.

. 

し
た
と
き
、
そ
の
彐
つ
の
利
害
は

—.

致
し
た
。

：

つ
ま
々
事
件
撥
姓
者
た
：ち

'

:

'

.

の

勞
働
運
動
者
意
識の
水

準

如

，
何.に
.拘
わ

ら

^
.組
合

そ

れ

自

體

：の
：弱

.ft

.

. 

さ

え

も

問

題

で

は

な

く

、

た

だ

グ

ラ

.ン
>
ふ
ナ

.シ„ ；

ナ

ル

的
組
合
を

'か
，か 

る

農
村
，につ
く

つ

た

と

い
う
だ
け

.■め

.こ
と

で

、

如

ホ

の

一

■

，
め

利

害

の

交
 

錯
の

.切
點
と
し
て
こ
の
窜
件
が
^

發

L.
た
の：

で
あ
る」

.と
。

(

三
六1

1
1
1 '

即
も
！
？
漭

は
!'
'

丨
■チ

X 
‘ス
タ
ー
事
件
を
惹
起
さ
せ
る
契
機
と
な
つ
た
も

-.
.
-
. 

の
が
、
ホ
ィ
ッ
グ
的
資
本
家
左
8
僚

及

び

牧

師

或

は

農

村

地

：主
.
の
共
词
利 

益
防
衞
の
た
め
の
陰
謀
で
あ
る
と
さ
れ
、
吏
に
值
接
の
契
機
は
、
組
合
加 

入
に
際
し
て
のS

J
で
あ
っ
た
と
決
論
さ
れ
る
。
:

(

四
四
頁)

.然
；し
間.
.

, 

六

六

0

5

^

0 '

題
は
.果
し
て
之
を
以
て
盡
き
る
4
の
‘で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
雜
件
が
た
と
い 

支
配
階
級
の
陰
謀
に
歸
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
注
意
深
い
讀
者

.は
、

§
 

前
の
英
國
に
か
い
て
、
こ
の

「

費
'、
と
い'う
事
笹
が
，ど
の
よ
う
な
社
#
的 

:
:

意
味
で
理
觫
す¥
き
か
を
考1

^

を̂
得
ま
：い
--
:;°
-1
誉」

^
相
お
^
そ
何 

.

れ
办
國
f-
t
:
.お
い
て
も
、
初
彻
勞
働
運
動

U

箱
命
的
な
も‘
.の
で
あ
り
.、
特
に 

:

_ 

_爲
禁
'出

法
；^
の
莢
國
：に
お
い
て
甚
光
七
>

つ
だ
で
ま
：
こ
主 

;

が

ぃ

う

如

く-^
^
原
野
^

隅
^
お
け
‘
志
古
の
深
液
の
會
合
、
：

：

池
卞
に
。

..
:
、
埤

め

た

：記

綠

の

箱

、
：
秘

赞
の
.

蜜
誓
、
首
鎳
の
羡
ぃ
閒
：の
久
敏
等
、
'す
べ
て 

:

£.
う
い
：！

め
は-^
い
缦
0
の
傳
統
で
あ-0
.た
。
：'
.

(

ギ
6
?
;
. 

s
s
t
o
t
y

:. 

o£ 

-
J
'
-S
d
e uni.onism,- 

1920. 

P
6
4
>
、

.だ
が
旣
に
團
結
徵IH
法
が
解
か
れ
て
以
來
十
年
、
ノ
結
社
の
自
由
：が
保
證
せ 

ら
れ
る
べ
き
英
國
に

：

於
い
て
>'
グ
ラ
ン
ダ=
ナ
.シ
ョ
ナ
ル
の
色
濃
き
ト
ゥ
. 

'
.ル
パ
ド
：ゥ
ル
の
運
動
が
麂
開
さ

^
る
^
、
嚴
肅
な
宣■誓
の
>*
に
加
.'入
ぜ
ね
.

.

ば
な
ら
な
が
つ
た
事
甯
と
之
に
對
す
レ
酷
烈
な
彈
靡
と

'梢
、
資

本

主

義

英. 

.國
の
農
村.に
お
付
る
；

『

資
本
と
勞
働
と
：の_爭』

が
、
何
よ
り
も
先
ず
明

，
 

白
に
而
も
規
則
胸
に
拧
わ
九
な
か
つ
た
こ

.と

.を
示
し
て
へ
い
る
。
即
ち
農
村 

'
.に
.於
け
、る
勞
働
者
の
紧
動
が

1.. 

<
1
1
0
年
の
f

蜂
起
以
来
急
激
に
發M-
.

し
た
と
.は
言
^
、：

資
本
制
、生
：產.そ
の
.も
の
に
ま
つ
、ね
る
綦
村
の
地
位
は
、
, 

( •

や
.や
も
す
れ
ば
農
業
勞
働
漭
必
蓮
動
を
突
：發
的
な
ら
し
め
、
，

.
そ

し

て

こ

，れ

. 

；■;

が
支
配
者
階
級
の
神
經
を
.不
當

fe
刺

戟

し

た
-£
.と
は
举
い
得
な
い
。

然
し
.乍

ら

こ

の

蓮

動

は

決

レ

て

燒

石

：
へ
め

'-
|
:
滴

の

水

と

し

て

と

ど

ま

る

も
の
>で
は
な
か
つ
たs

こ
の
事
件
,^
通

.C
て
見
ら
れ̂
勞
働
者
の
熱.情
，：は 

普
通
漣
擧
權
換
得
の

锥
叫
びと
な

.

り
、
.一:

大
政
治
運
動
と
し
て.現
象
ず
ベ. 

き
萠
芽
を
作
り
出
し
つ
つ
あ
つ
.た
.°
|
W
.に
こ
の.事
件
こ
.そ
：は
.勞

働

者

版

級 

を

し

て

、

一

.I,

大

政

黨

の

.偽
_

と
：不

信

と

を

#'
'

を
.以
ー
て
體
駿
せ
し
.め
‘'た
も
の 

で
あ
り
、
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
の
た
め
の
大
き
な
捨
石
と
な
つ
，た
點
に
お 

い
て
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
來
.な
I.い
意
^
を
.も
.'"?
て
.ゐ
る.0 

.い.
い
換
え

る
•な 

ら
ば
、
ド
ー
チ
ュ
ス
タ
ー
事
件
は
約
ー
世
紀
に
苴

&
座
業
箪
命
史
上
の
ー
：

工
ビ
ソ
ー
ド
と
し
て
で
は
な
く
、
，勞
働
者
の
自
發
的
な
大
政
治
運
動
の
.た 

め
の
療
曲
七
し
て
の
み
、
逋
期
的
な
意
味
を
も

.つ
へ
の
で.ば
な
か
ろ'ぅ
か
-o
パ'

. 

* 

. 

. 

. 
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0

だ
が
こ
こ
に
忘
れ
て
は
な
ら
.な

い

こ

と

は

フ

從

來

ま

で

：
の
產

^-
^;
命
へ 

の
理
解
は
と
も
す
れ
ば
英
國
社
會
經
濟
取
の
：は

.な
や
.か
な
：一:-M
を
飾
る
に 

と
ど
ま
つ
て
、
其
が
直
接
或
ば
間
接
に

.窗
し
だ
社#.
的
政
治
的
變
萆
の^-
-'

 

刻
さ
と
、M
に
•そ
の
中
に
舍
悶
し
澳
僧
す
る
勞
働
嘉
級
の
赤
裸

>

 
な
人
' 

I 

■間
牲
の
探
求
に
於
い
て
些
か
.欠
げ
る
と.こ
-5
が
な
か
つ.た
.で
^ :
ろ
.ぅ
か
-0
< 

い
ぅ
ま
で
も
な
く
產_
革
命
そ
の̂

の
の
認
識
と
理
解
と
が
、
一

1十
懈. 

組
.の
今
日
で
さ
え
も
，
そ
の
方
法
論
に
於
い
て
、
或
比
^
ぞ
の
具
^

虹 

握

，
に

於

い

て

多

べ

、
の

異

れ

る

見
解

を

出
し

.

て
：い
る
の
で
あ
つ
て
、
义
’ラ
ッ 

パ
.:
ム(

c
i
a
p
h
a
m
)

と
ハ
'モ
ン
.•ド
夫
誔
.

CH.i

日mo
n
d
s
)

の
論
举
の
如 

き
は
、
尙
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
計
蛰
的
統
計
的

ベ

,

.

.五
島
茂
表「

イ
ギ
リ
ス
糜
樂
萆
命
社
會
史
硏
究

J

•
な
方
法
諭
をi
つ
て
'、
最
'も
嚴
密
に
最
も
客
觀
的
.に
.ま
と
め
上
げ
ら
れ.た
；
 

.

ク
ラ
ッ
パ.ム
の
•大

著『

近
代
奥
國
經
濟
史

』
(J, .H,ok.I>Ham, A

n

 

E

-Oo
n
o
m
i
c

.
 Hi

s
t
o
r
y
p
f

.
 Ĵ

IOd rri'Britain, 

3-vols* 
.
c
a
m

cr-ddge,

1

故6

丨1
9
2
s
)

は
、
.產
業
策
命
が
勞
働
者
階
級
CD
.,生
節
狀
態
を
說
々
惑
化 

せ
し
.め
た
と
い
う
從
來
ま

：

で
.の
通
説
を一

つ
の
傳
說
と
し
で
捉
え
、
生
計 

費
及
び
賃
金.を
統
計
的
に
挤
究.し
た
結
果
、
少
く
と
も
物
的
生
活
の
水
準 

'
に
關
す
る
限
り
彼
等
の
狀
態
は
劣

.悪
化
し
な
か.つ
た
と
.い
う
結
論
を
得
て.

.

產
業
茧
命
史|

£

,

波

紋

：を

卷

き

起

し

た

。

^'
か
こ
れ
は
.圖
ら
札
も
優 

，れf
；

產
業
革
命
史
家
と
し.て
勞
働
者
階
級
に
.多
大
の
同
情
を
よ
せ
て
い
だ 

バ
:-
モ
'ン
ド
夫_
と
の
袖
に
寬
見
の
對
立
を
_
し
た
0
: 

:

:

.•

、.v

塵
業
.革
命
、の..歷
觅
的
，
研
究
に
、
、

何

よ

.り

も

先

ず

勞

掘

者

暗

級

の

茗

惱

を 

.

と
り
上
.

i
、：.

そ
.の
..結
果
.と
し
て
め.勞
働
.考
の
組
織
的
運
動
に
著
目
し
た
ハ 

モ
ン
ド
夫_
は
.、.
そ
の
敷
、多
く
の
勞
作
を
.通

じ

て

、
，.常

.に
資
本
制
社
會
の 

不
安
と
動
摇
と
の
中
に
生
活
を
營
む
贼
等
の
人
間
性
を
描
寫
し

た

。

こ
の 

.■論
爭
.が
ど
の
よ
う
な
結'良
を
：窗
ち
し.た
か
は
今
に.わ
.か
ぺ!-
;
斷
じ
難
い•が
、

.

何
れ
に
し
て
も
舊
い'產
業
革
命
の.意
義
を
璐
め
た
勤
に
，お
い
て
捨
て
■難
い 

豪

を

も
'P，
て
：い.を
。
：.
V 

'

ふ
，
.:
，
.
,
,
.ぐ
ドへ

：.

人

,;■
'
ぐ
.

.

-

f

ィ
ギ
.リ
：ス
竈
業
革
命
社
會
史
姘
究

1:.

と
題
す
る
本
書
ば
、
扯
に
あ
り
，

： 

勝
ち
^
:
料
の
紹
介
批
判
の
：域
を
脫
し
、
む

^
ろ
钇
の
赏
時
の
勞
働
渚
の
. 

苦
惱
ゆ
あt
を
こ
，の.の
事
件
を.通
じ
て
內
在
的
に.把
握
しV

い
る
0〕

こ
の 

よ
ヶ
な
意
味
に
於
い•て
本
©
は
义
•貴
重
な
龄
作
で
あ
-る
と
い
わ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い。
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